特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年２月２日　３９３号
木津川マラソン大会が迫る　5日（日）午前10時に全国41都道府県から5966人が京田辺市に集まる2800人が41.195ｋｍに2300人が20.095ｋｍに挑戦、自己新記録を目指してスタートします。私たち里山の会は、制限時間の無いランナーを大切にする大会を積極的に支援しています。今週は　里山の会の取組みとマラソンの特徴を詳しくお知らせします。●　選手送迎関係　タクシー輸送10人　(京田辺駅や新田辺駅から山城大橋までは約20分の徒歩です。ヤサカタクシーさんの協力を得て便宜を図っています)　●　整備協力金負担駐車場管理と運営10人　（場近辺には巨大な駐車場確保が難しく、近鉄やＪＲの利用を呼びかけています。しかし止むをえず自家用車での参加を希望される方のために、年間を通じで草刈りを行い駐車スペースを確保しています）●　会場暖房　薪の調達から10人　（立春とは名ばかりのとても寒さ厳しい頃の大会です。屋外での暖房には焚き火は欠かせません。その燃料確保にはいろいろ苦労があります。マラソン大会の準備はこの薪集めから始まるといっても過言ではありません）　●　手原川エイド15人　（全国には1500以上の大会が実施されています。出場した選手からのアンケートによって選出されるのが｢全国ランニング100選｣に14年連続で選らばれています。その要因はエイド内容の充実とそこでサービスをする人の温かさに評判が大変高くあらわれています。里山の会はゴール手前36km付近の最も苦しい手原川で頑張っています）　●　コース管理　2人　（ゲートやポールによる車両規制機器の動作確認と開閉操作　コース上の清掃整備）　●　本部会場や駐車場管理　10人　(雑草の繁茂が大変烈しく、植種の多様化が進み、繁殖面積も年々増加傾向で刈り取り作業)おうどんとアメユを支援　5人　(全員に振舞い・寒い時期なので非常に喜ばれる)　　　
そのほか協力団体の受け持ちの主なもの　●　学校体育同士会のＯＢの皆さん20人（スタートからゴールまでの競技に関して一切を受け持つ）●　マラソンのつぼ60人（6回初めてフルマラソンに参加されるランナーの育成の取組み　受付けやペースランナーの配置　●　聴覚障害者団体250人（要員の弁当の作成と配達　交通の要所での監察係　コースや歩道の安全確保と事故防止とトラブル排除）●　無線クラブ20人（コース上に於ける状況把握）　このほか自主的にボランティアの方々大勢の協力があります。
木津川マラソンの特長

１　制限時間の無い大会　(全国でも数少ない、これだけ大きな規模での大会はあまり見られない、殆んどが関門を設置している)
２　環境マラソン　コース全域で禁煙　ゴミ箱なし　ゴミ持ち帰り　(全国的で環境マラソンを掲げたのは木津川マラソンが初めか？)
３　｢全国ランニング大会100選｣に14年連続選ばれる（連続入選にはハイレベルの人的努力による賜物）
４　ペースランナーの配置(フル3時間～6時間・30分刻み、ハーフ2時間と2時間20分で、大変歓迎されている)

５　距離標示1ｋｍごとに設置(きめ細かさと初心者を大切にする大会の主旨が生かされている)
６　完走証を後日発送

７　給水ポイント16箇所　（アメ　バナナ　パン　チョコレートなど)スタッフは全員地域の人々によるボランティアがあって実現）
８　参加賞　（これまでは主にバッグ　今回はキャップ）
９　無料サービス　うどん　アメユ　足湯　抽選　コンサート　スタンプ　スポーツドリンク　商店街ではトン汁(公衆浴場を借り切ったサービスを実施してきたが、阪神淡路大震災とその後の老朽化で中止、現在も模　索中)
10　記念切手の販売　(地元郵便局のご理解と支援を得て実施)
11　初心者のためのマラソン講習会の実施6回　(初体験の皆さんが完走できるようサポートしている　毎回60人以上の参加があり、)

12　コースは木津川堤防サイクリングコース　一般道との交差なし　最大高低差７ｍ(14箇所で殆んどフラット、自己記録が狙える)

13　今年5966人のエントリー　過去最大の規模に　（出場制限200人以上発生している、大変心苦しい）

14　子育て中の女性も安心して走れる託児所の開設(毎回30人程度の申し込み　大会後の反省会でアイデアが提案され取りくんでいる)

15　アマチュア無線の配置でコース上の状況把握(長距離のコース状況把握には欠かせない部署で2ｋｍごとに配置)

16　補助金・助成金を一切受けていない　参加費のみで運営　完全自主運営を一貫して貫いている(ボランティアの理解があって可能)
17　ボランティア650人　手作りの大会　事務局2名のみ有給　業者以外無料ボランティア(ボランテァで心が一つになれている)
18　ボランティアでコース整備　会場補修(草刈りなど年間作業によって本部会場などの確保が出来ている)

19　用具　道具　テント　椅子　机　など地域の団体より無料借用　(大会会場5万円)

20　暖房対策(本部会場・エイド)の薪(廃材など)を地域から提供によって実施できている
21　公共交通機関の使用の徹底で大会としては駐車場の未設置　違法駐車は無くなった。(ランナーの協力があって実現している)
　　会場周辺の違法駐車対策：やむをえない人の為の整備協力金負　駐車場を確保（250台）

22　東日本震災復興支援大会と位置づけ　義捐金の協力依頼(百円)　ナホトカ号の原油流出事故、阪神淡路大震災に募金を募って現地支

援を実施、今回もこれらの伝統を受けて、募金を訴え、大会に係わる皆さん全員が拠出を戴いた）
　　東北地方の物産展の開催　被災地から12名の参加(福島　宮城　岩手)

23　これまでの事故は、自己転倒による骨折

24　会場の変遷　　第1段階：宇治市：選手の安全対策（ＪＲ踏切）　一般道平等院門前の占用が困難　　初回：太陽が丘運動公園

第２段階：京田辺市培良中学校：周辺住民からの苦情(早朝　人声)　　　　：培良中学校

第３段階：木津川河川敷の運動公園に　　　　　　　　　　　　　　：京田辺市草内運動公園
25　問題と課題　トイレ40台　会場設営テント60張りが大仕事　雨天時の対応がつらい　役員の高齢化(後継者の発見と育成)

　　　　　　　　完全ボランティアで継続できるか　700人の要員の確保　コース幅2.5ｍ　折り返し式からリング形式の取入れへ

26　美しい景色　遠望できる比叡山　愛宕山　ポンポン山　天王山　男山　生駒山　葛城山　若草山　春日山　木津川　砂洲　

木津川は、淀川流域で天然記念物イタセンパラの最後の生息地でした
27　地域の協力　備品倉庫　広告塔　何れも無料借用　その他多数あり
第4回木津川展2月12日～18日　冬の野鳥観察会2月12日(土)9時から12時　何れも木津川市山城町北河原　木津川流域センター

やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

